
全3幕・日本語字幕付き原語（フランス語）上演　
公演時間：約3時間（休憩含む）

オペラ演奏会形式

主催： 公益財団法人 東京フィルハーモニー交響楽団　
助成： 文化庁文化芸術振興費補助金（舞台芸術等総合支援事業（公演創造活動））| 独立行政法人日本芸術文化振興会
 公益財団法人 三菱UFJ信託芸術文化財団（7/23公演） 協力： 　　　　　　　  (7/26公演)　
写真：チョン・ミョンフン©上野隆文　ステファニー・ドゥストラック©Jean-Baptiste Millot　マシュー・ポレンザーニ©FayFox　スラーフカ･ザーメチニーコヴァー©Alfheidur_Erla　砂田愛梨©Satoru Masuko　藤井麻美©Yoshinobu Fukaya／aura.Y2
演奏写真：2024年9月15日第1004回オーチャード定期演奏会『マクベス』より

第1034回サントリー定期シリーズ

7.23（木）19:00
サントリーホール 
Thu. July 23, 19:00  
at Suntory Hall

第1035回オーチャード定期演奏会

7.26（日）15:00
　　　　  　　  オーチャードホール
Sun. July 26, 15:00 
at Bunkamura Orchard Hall 

第175回東京オペラシティ定期シリーズ

7.29（水）19:00
東京オペラシティ コンサートホール
Wed. July 29, 19:00  
at Tokyo Opera City (Concert Hall)

指揮
チョン・ミョンフン
名誉音楽監督
Myung-Whun Chung 
Honorary Music Director

ビゼー 歌劇『カルメン』
Bizet: Opera "               " in concert styleCarmen

オフィシャル・
サプライヤー

TOKYO PHILHARMONIC
東京フィルハーモニー交響楽団 2026-27シーズン定期演奏会

Carmen: 
Stéphanie d’Oustrac

カルメン
ステファニー・
ドゥストラック

Don José: 
Matthew Polenzani

ドン・ホセ
マシュー・
ポレンザーニ

Escamillo: 
Nicolas Courjal

エスカミーリョ
ニコラ・
クルジャル

Micaëla: 
Slávka Zámečníková

ミカエラ
スラーフカ･
ザーメチニー
コヴァー

Zuniga: 
Yoshiaki Kimura

スニガ
木村善明

Moralès: 
Hiromichi Kobayashi

モラレス
小林啓倫

Le Dancaïre: 
Tatsuhiko Kitagawa

ダンカイロ
北川辰彦

Le Remendado: 
Kota Murakami

レメンダード
村上公太

Frasquita: 
Airi Sunada

フラスキータ
砂田愛梨

Mercédès: 
Asami Fujii

メルセデス
藤井麻美

合唱 新国立劇場合唱団 
 （合唱指揮：冨平恭平）
Chorus: New National Theatre Chorus 
(Chorusmaster: Kyohei Tomihira)

児童合唱 世田谷ジュニア合唱団
  （児童合唱指揮：掛江みどり）
Children's Chorus: Setagaya Junior Chorus 
(Children's Chorusmaster: Midori Kakee)

フラメンコ 南風野香スペイン舞踊団
 （振付：南風野香）
Flamenco: Compañía de Ballet Español Kaori Haeno



チョン・ミョンフンがふたたび登場し、ビゼーの歌劇『カルメン』演奏会形式を指揮する。マエストロと東京フィルのコンビはこれまでにも
『ファルスタッフ』『オテロ』『マクベス』など、数 の々名作オペラをとりあげてきたが、今回は2020年以来となる『カルメン』。オペラの中の

オペラというべき傑作だ。ひりひりするような熱いドラマが会場を沸かせてくれることだろう。チョン・ミョンフンは2027年からはオペラの殿堂、ミラ
ノ・スカラ座の音楽監督をアジア人として初めて務めることが発表されている。そのスカラ座でも『カルメン』の指揮が予定されており、まさに
十八番といえる。演奏会形式ならではの雄弁なオーケストラと、充実の歌手陣が一体となって、晩年のビゼーが残した奇跡の名作に向き合う。

入会金・年会費無料で、主催公演チケットを優先発売日より定価の
10％割引でお求めいただけます（一部除く）。入会お申込は東京
フィルチケットサービス(03-5353-9522)までお電話ください。

東京フィル
フレンズ

2026-27 Subscription Concerts

/TokyoPhilharmonic/ @tpo1911  tokyophilharmonicorchestra

東京フィル
Tokyo Philharmonic Orchestra

7月

 SS席 S席 A席 B席 C席

 ¥15,000 ¥10,000 ¥8,500 ¥7,000 ¥5,500

 -   ¥9,000 ¥7,650 ¥6,300 ¥4,950

※東京フィルフレンズ会員（入会金・年会費無料／随時申込受
付中）のお客様はお電話でのご注文で各席10%オフでご購
入いただけます。（SS席を除く）
※WEB優先発売期間中は東京フィルWEBチケットサービスに
て、どなたさまでも定価の1割引でご購入いただけます。

〇チケット料金（税込）

東京フィルフレンズ
WEB優先発売期間※

定価

文＝飯尾洋一

○発売日 最優先（賛助会員・定期会員） 4月4日(土)
 優先（東京フィルフレンズ） 4月11日(土)
 一般発売 5月8日(金)

4/11（土）10:00～5/7（木）23:59まで1割引 (SS席除く）
○WEB優先〈東京フィルWEBチケットサービスにて〉

東京フィルチケットサービス 03-5353-9522
平日10:00-18:00(土日祝休) ※チケット発売初日の土日祝のみ10:00～16:00で営業

○チケットのお申込み

クレジットカード決済
座席選択可・24時間受付
(WEB優先発売日から)https://www.tpo.or.jp/ 

Ⓒ上野隆文

チョン・ミョンフン
名誉音楽監督 
ソウル生まれ。1974年チャイコフスキー国際コンクール
ピアノ部門第2位。ロス・フィルでジュリーニのアシスタン
ト・副指揮者をつとめ、ザールブリュッケン放響、パリ・オ
ペラ座バスティーユ、サンタチェチーリア管、フランス国立
放送フィル、ソウル・フィル等で重要なポストを歴任。アジ
ア・フィル創設/音楽監督、シュターツカペレ・ドレスデン
首席客演指揮者、KBS響音楽監督、クラシック・プサン芸
術監督、2027年よりミラノ・スカラ座音楽監督。東京フィ
ルでは2001年スペシャル・アーティスティック・アドヴァ
イザー就任、現在は名誉音楽監督。ピアニストとしての室
内楽公演、アジアの若い演奏家の支援、ユニセフ親善大
使、アジアの平和を願う活動など多岐にわたり活動。

○プレイガイド
車椅子席 車椅子でご来場の方は指定ブロック席にて、S席料金の50%0FFにてお求めいただけます。
 同伴者1名様も同料金となります。
特別割引 障害者手帳をお持ちの方は、一般料金の50%0FFでお求めいただけます（SS席を除く）。 
※車椅子席と特別割引はお電話のみの受付です。割引サービスの併用はできません。
当日学生券 公演当日に残席がある場合、各ホール当日券販売窓口にて、1,000円で限定数販売いたします
 （要学生証）。座席はお選びいただけません。※東京フィルWEBサイトにて発売情報をご確認ください。

○さまざまな割引サービス  ▶詳しくは東京フィルチケットサービスまでお問い合わせください。

※演奏中のご入場はお断りしております。※やむを得ない事情により、出演者・演奏曲目・曲順などが変更となる場合がございます。※ご予約後のキャンセ
ルは承れません。※公演中止の場合を除き、チケット代金の払い戻しはいたしませんので、ご了承ください。※未就学児のご入場はお断りしております。

【託児サービスについて】 7月定期演奏会はスペースの都合上、託児サービス（マザーズ）の予約受付はございません。
 何卒ご了承ください。

○プレイガイド
■サントリーホールチケットセンター（7/23のみ）
　0570-55-0017　https://suntoryhall.pia.jp/
■Bunkamuraチケットセンター（7/26のみ）
　03-3477-9999　https://my.bunkamura.co.jp/
■東京オペラシティチケットセンター（7/29のみ）
　03-5353-9999
■チケットぴあ　　Pコード
　https://t.pia.jp/

■イープラス　　https://eplus.jp/
■楽天チケット　 https://r-t.jp/tpo

[7/23 サントリー…… 320-438]
[7/26 オーチャード… 320-464]
[7/29 オペラシティ… 320-704]

オペラの殿堂ミラノ・スカラ座音楽監督の就任を控え、世界中のオペラファンの注目
を集めるマエストロ チョン・ミョンフン。今夏、フランス・オペラの最高傑作『カルメン』
を、音楽そのものに深く集中できる演奏会形式にてお届けします。
パリ・オペラ座バスティーユやフランス国立放送フィルの監督を歴任し、フランス音楽
の真髄を知るマエストロが、今年6月のスカラ座公演と同キャスト※を率いて登場。
オペラ演奏に伝統のある東京フィルが四半世紀にわたり絆を深めてきた巨匠チョ
ン・ミョンフンとともに、かつてないほど繊細かつ濃密でドラマチックな『カルメン』を、
東京の地で鳴り響かせます。
※ステファニー・ドゥストラック（カルメン）、マシュー・ポレンザーニ（ドン・ホセ）、
ニコラ・クルジャル（エスカミーリョ）、スラーフカ･ザーメチニーコヴァー（ミカエラ）の4役

―チョン・ミョンフン（2019年のインタビューより／聞き手：山田治生）

これぞ、究極の『カルメン』

「『カルメン』は熱いオペラですね。とても情熱が求められる。有名すぎて、軽くみられること
もありますが、スコアを読むと、深い情熱が込められたオペラであることが分かります。
ビゼーのイマジネーションには驚嘆させられます。彼はロマの生活を知っていたわけではな
いでしょうが、その音楽は生まれた頃からロマやスペインの生活に慣れ親しんでいたように
感じられます。」


